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歳　入

11,328,781

2,951,593
1,705
19,767
448,632
1,743,672
11,617
696,726
96,044
2,637
95,099
1,522

121,348
27,131
25,549
2,292
2,867
3,937
1,289

6,253,427

17,582,208

歳　出

11,022,310

2,920,081
800
1,401

446,966
1,705,000
6,042

696,454
91,693

0
6,122
17

7,606
3,145
9,006
169
10
535
204

5,895,251

16,917,561

現在高
7,952,954
3,060,876

0
356,764
423,653

0
3,009,482
95,344

1,006,835
48,066
48,066

7,336,055
0

676,076
92,760

2,986,562
3,580,657

15,337,075

区 分
１普 通 債
（ 1）総務債
（ 2）民生債
（ 3）衛生債
（ 4）農林水産業債
（ 5）商工債
（ 6）土木債
（ 7）消防債
（ 8 ）教育債
２災害復旧債
（ 1）災害復旧債
３そ　の　他
（ 1）減収補てん債
（ 2）減税補てん債
（ 3）臨時税収補てん債
（ 4）臨時財政対策債
（ 5）合併特例債

計

会 　 計 　 別

一 般 会 計

計

国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区
小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

小 計

普通会計歳出　
前年度比3億9263万3千円減少の105億9241万円

会計別　歳入歳出状況　　　　　　　　（単位：千円）

市債の状況（一般会計） （単位：千円）

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
と
18
の
特

別
会
計（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な

ど
）、
病
院
事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま

り
、
9
月
の
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に

つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た

税
金
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び

地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
状
況
や
そ
の

使
い
道
の
歳
出
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
21
年
度
決
算

普
通
会
計（
一
般
会
計
、
教
育
奨
励
資

金
特
別
会
計
）の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

1
0
9
億
1
5
1
万
8
千
円
、
歳
出
総

額
1
0
5
億
9
2
4
1
万
円
で
、
差
し

引
き
3
億
9
1
0
万
8
千
円
を
翌
年
度

に
繰
越
し
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
歳
入
で
は
4
・
4
％
減
、
歳
出

で
は
3
・
6
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
状
況
》

景
気
低
迷
の
影
響
や
固
定
資
産
税
の

評
価
替
に
よ
り
地
方
税
が
5
・
1

％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
起
債

対
象
事
業
の
減
少
に
よ
り
地
方
債
が

43
・
9
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
増
額
と
な
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
地
方
交
付
税
が
4
・
9
％
増
に
な

り
、
国
の
政
策
に
よ
り
定
額
給
付
金
や

地
域
活
性
化
経
済
対
策
関
連
事
業
に
よ

る
国
庫
支
出
金
の
77
・
4
％
増
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
取
り

 

 

平成21年度決算のあらまし平成21年度決算のあらまし平成21年度決算のあらまし  

※会計別歳入歳出状況、普通会計決算、市債の状況（一般会計）は
平成22年5月31日現在のものです。

特

別

会

計

区　分
一 般 会 計
教育奨励資金
特 別 会 計
小 　 　 計
普通会計対象外
（ 借 換 債 ）
普 通 会 計

普通会計決算　　　　　（単位：千円）
歳　入
11,328,781

2,637

11,331,418

429,900

10,901,518

歳　出
11,022,310

0

11,022,310

429,900

10,592,410

※普通会計の決算額は、一般会計と教育奨
励資金特別会計の合計から普通会計対象
外である借換債を除いています。



3 広報うえのはら　平成22年11月号　　　　　

【
依
存
財
源
】

地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配

当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自

動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
、
交
通
安
全
対
策
交
付
金
、
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
市
債

【
自
主
財
源
】

市
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使

用
料
お
よ
び
手
数
料
、
財
産
収
入
、

寄
附
金
、
諸
収
入
、
繰
入
金
、
繰
越

金

公債費 
2,078,426 
（19.6％） 

総務費 
1,965,554 
（18.6％） 

労働費 
64,683 
（0.6％） 

教育費
900,241
（8.5％）

民生費 
2,381,506 
（22.5％） 

衛生費 
1,496,155 
（14.1％） 

消防費
515,330
（4.9％）

災害復旧費
3,972
（0.1％）

歳出総額 
10,592,410 

 

議会費 
131,621 
（1.2％） 

 

農林水産業費 
172,639 
（1.6％） 

商工費 
148,793 
（1.4％） 

土木費土木費
733,490733,490
（6.9％）（6.9％）

 

土木費
733,490
（6.9％）

市税 
3,421,102 
（31.4％） 

分担金および 
負担金・使用料 
および手数料 
279,077 
（2.5％） 

市債市債
771,600771,600
（7.1％）（7.1％）

地方譲与税
121,594
（1.1％）

地方交付税 
3,370,061 
（30.9％） 

国庫支出金 
988,140 
（9.1％） 

県支出金 
629,048 
（5.8％） 

歳入総額 
10,901,518 

 

 

 

自主財源  4,522,740  (41.5％) 
依存財源  6,378,778  (58.5％) 

財産収入・寄附金
・諸収入
159,600
（1.5％）繰入金

249,991
（2.3％） 

繰越金
412,970
（3.8％）

各種交付金 
498,335 
（4.5％） 

 

 

市債
771,600
（7.1％）

性質別に見た普通会計歳出状況
（22.5.31現在　単位：千円）

性質別に見た普通会計歳入状況
（22.5.31現在　単位：千円）

人件費 
2,028,817 
（19.2％） 

普通建設普通建設
事業費事業費
707,467707,467
（6.6％）（6.6％）

繰出金
1,304,794
（12.3％）

扶助費
857,514
（8.1％）

公債費
2,078,426
（19.6％）

投資及び出資金・貸付金
130,863
（1.2％）

歳出総額 
10,592,410 

 

 

物件費
1,760,758
（16.6％）

積立金
353,674
（3.4％）

補助費等
1,338,172
（12.6％）

 

維持補修費 
27,953 
（0.3％） 

 
義務的経費：4,964,757千円　（46.9％） 
投資的経費：   711,439千円　（  6.7％） 
その他経費：4,916,214千円　（46.4％） 

 

災害復旧事業費
3,972
（0.1％）

普通建設
事業費
707,467
（6.6％）

目的別に見た普通会計歳出状況
（22.5.31現在　単位：千円）

崩
し
を
す
る
こ
と
な
く
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
大
き

な
事
業
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

基
金
の
取
り
崩
し
や
地
方
債
の
借
り
入

れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
に
対
す
る
自
主
財
源
の
割

合
は
41
・
5
％
と
な
り
、
前
年
度
比
で

2
・
7
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
依
存
財
源
に
頼
っ
た
財
政

構
造
と
な
り
、
安
定
し
た
自
主
財
源
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
の
状
況
》

歳
出
に
つ
い
て
は
、
塵
芥
処
理
施
設

維
持
設
備
事
業
、
旧
西
原
中
学
校
改
修

事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
上
野

原
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
や
市
民
会
館

解
体
事
業
な
ど
の
大
き
な
事
業
が
翌
年

度
に
繰
り
越
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通

建
設
事
業
費
が
58
・
6
％
減
と
な
り
、

ま
た
、
人
件
費
は
7
・
2
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
増
額
と
な
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
公
債
費
が
、
将
来
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
比
較
的
借
入
利
率
の
高
い
も

の
の
一
部
に
つ
い
て
繰
上
償
還
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
5
・
9
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
積
立
金
費
が
財
政

調
整
基
金
お
よ
び
減
債
基
金
の
積
立
金

の
増
加
に
よ
り
99
・
3
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※市有財産の状況は平成22年3月31日現在のものです。

土 地
538,554
168,722
214,304
921,580

建 物
120,023
3,967
－

123,990

区 分
行 政 財 産
普 通 財 産
土地開発基金

計

市有財産の状況　　　　（単位：m2）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）



会場：市役所センタープラザほか
時間：午前9時30分～正午 実施場所
〇農林産物品評会・展示コーナー　・・・・・・・・・・・・・センタープラザ
〇農林産物直売コーナー（市内農産物直売団体）・・・・・・・センタープラザ
〇園芸コーナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・センタープラザ
〇福祉関係団体コーナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・センタープラザ
〇観光協会コーナー（酒まんじゅう・花の苗配布）・・・・・・センタープラザ
〇経済課コーナー（豚汁・野菜の種配布）・・・・・・・・・・センタープラザ
〇下水道コーナー（普及啓発の実施）・・・・・・・・・・・・庁舎1階ロビー
〇長寿健康課コーナー（肺がん検診の実施）・・・・・・・・・正面玄関横スペース
〇教育学習課コーナー（軽スポーツの実施）・・・・・・・・・もみじホール

広報うえのはら　No.69  4

コーナー紹介

11
月
23
日（
祝
）、
上
野
原
市
役
所
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、「
平
成
22

年
度
農
林
業
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

農
林
業
ま
つ
り
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
農
林
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
呼
び

覚
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
・
地
域
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
市
内
農
林
産
物
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
各
協
力
団
体
の
特
設
ブ
ー

ス
を
設
け
、
市
内
農
林
産
物
の
展
示
や

直
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
コ
ー
ナ
ー
、
豚
汁
や
花
の
苗
等

の
配
布
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
有
意
義

な
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
る
各
種
催
し
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
か
ら
下
水
道

の
普
及
啓
発
や
肺
が
ん
検
診
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
コ
ー
ナ

ー
を
新
設
し

ま
す
。

多
数
の
み
な

さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▲

酒
ま
ん
じ
ゅ
う

販
売
の
様
子

農
林
産
物

品
評
会
の
様
子

木
の
バ
ッ
ジ

づ
く
り
の
様
子

▲ ▲



●問い合わせ　経済課農村地域づくり担当（蕁62－3119）

5 広報うえのはら　平成22年11月号　　　　　

ハクサイ　　　　　　　2株
キャベツ　　　　　　　2株
シュンギク　　　　　　2束
コマツナ　　　　　　　2束
ブロッコリー　　　　　2株
ダイコン　　　　　　　2本
ゴボウ　　　　　　　　3本
バレイショ　　　　　　5個
サトイモ（子イモ） 1株または5個
コンニャク　　　　　　2個
ダイズ　　　　　　　　1合
カキ　　　　　　　　　5個
キウイフルーツ　　　　5個
シイタケ　　　　　　　300g

～～農農林林産産物物品品評評会会・・作作品品のの募募集集～～
農林業まつりでは、栽培技術の向上を目的に農林産物品評会を例年どおり行います。

出品をご希望の方は次の要領により出品をお願いします。

なお、出品者には記念品をお贈りしますが、出品された農林産物については、展示後

に販売し、収益金はすべて募金させていただきますのでご了承ください。

提　出　先

JAクレイン市内各支店

上野原市役所センタープラザ

日　　時
11月22日（月）

午前9時～10時
11月22日（月）

午前9時～11時

ホウレンソウ　　　　　2束（250g）
ネギ　　　　　　　　　1㎏または1束
チンゲンサイ　　　　　2束または5株
カリフラワー　　　　　2株

カブ　　　　　　　　　5株
ニンジン　　　　　　　3本
サツマイモ　　　　　　3本
ナガイモ　　　　　　　1本

アズキ　　　　　　　　1合
ユズ　　　　　　　　　5個

その他

★　提出日時、提出先（どちらでも結構です）

★　募集品目（荷姿）

検 診 項 目

胸部ＣＴ検診

肺がん検診

骨密度検診

申込み

期　間

11／1～

11／12

11／1～

11／22

定　員

60人

75人

70人

検診内容 対　象

（市内に住民票の

ある方）

自己負担金

国　保 社　保 後　期

高齢者

※喫煙指数600以上の方と同居家族

人体を細かくらせん状に撮影した情報を

コンピューター解析して断層像を合成し

ます。胸部Ｘ線撮影では指摘が困難な部

位の病変や微細な病変を発見します。

胸部レントゲン検査 30歳以上

2,000円

無料 300円 無料

腕の骨のＸ線（レン

トゲン）撮影を行い

骨密度を測ります。

今年度中に

40、45、50、55、60、

65、70歳の女性

無料 500円 無料

～～長長寿寿健健康康課課ココーーナナーーのの検検診診内内容容～～

●申込み・問い合わせ　長寿健康課保健担当（蕁62－4134）

※喫煙指数の計算方法：喫煙指数＝ 1日に吸うタバコの本数×喫煙している年数（過去の年数も含む）

※各検診とも電話で事前の申し込みが必要です。（定員に満たない場合は当日受付も行います。）

※検診を受ける方は、当日、受付時間内（午前9時～11時）にお越しください。

また、健康保険証、自己負担金、問診票（胸部ＣＴ検診を申し込んでいる方）を持参ください。
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市
消
防
本
部
で
は
、
11
月
9
日

（
火
）
か
ら
11
月
15
日
（
月
）
ま

で
の
期
間
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
季
節
に
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
を
す
る
こ
と
で
、
火
災
予
防

の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
・

拡
大
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
死
傷
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。平

成
21
年
中
に
は
、
全
国
の
住

宅
火
災
で
1
0
2
5
人
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
う
ち
6
2
8
人
（
61
・
3
％
）

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

い
て
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

《
重
点
目
標
》

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

・
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

・
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

※
市
消
防
本
部
・
署
お
よ
び
市
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
11
月
9

日
（
火
）に
市
内
の
巡
回
広
報

を
実
施
し
ま
す
。

《
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

市
消
防
本
部
お
よ
び
市
消
防
団

で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
火
災
予
防
意
識
を
高
め
る

た
め
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
や
消

防
車
両
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
7
日（
日
）午
前
10

時
〜

●
場
所

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
ー
上
野

原
店
前
〜
市
役
所

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
蕁
62
│

4

1
1
1
）

秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

第
3
回
住
宅
用
火
災
警
器

普
及
率
調
査
の
実
施

市
消
防
本
部
、
市
消
防
団
お
よ

び
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
、
訪
問
の
際
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

不
当
な
値
段
で
販
売
す
る
悪
質
な

訪
問
販
売
の
被
害
の
防
止
、
周
辺

地
域
で
の
口
コ
ミ
に
よ
る
普
及
率

の
向
上
お
よ
び
防
火
意
識
の
高
揚

を
目
的
と
し
て
、
消
防
団
員
等
が

実
施
す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
調
査
時
に
、
火
災
予
防
条
例

の
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
住

宅
（
世
帯
）
に
「
設
置
済
み
シ
ー

ル
」
を
配
布
し
ま
す
。

防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

11
月
9
日（
火
）
か
ら
15
日（
月
）ま
で

昨年の防火パレード

の様子

▲消火器の設置は万全ですか？

▲熱式（定温式）▲煙式（光電式）
住宅用火災警報器は設置しましたか？
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件 数

0

3

0

20

10

1

34

差 押 財産

給 与

不 動 産

自 動 車

預 貯 金

生命保険

そ の 他

計

《
11
月
は
滞
納
整
理

強
化
月
間
で
す
》

◆
悪
質
な
滞
納
は
絶
対
に
許
し
ま

せ
ん

ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
は
、
市

税
を
納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め

て
い
ま
す
。
再
三
の
催
告
で
も
納

付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
や
む
を
得
ず
強
制
的
に

給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、
預
貯

金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差
押

え
を
執
行
し
、
そ
の
財
産
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り
換

価
し
、
滞
納
税
額
に
充
て
ま
す
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
職

員
が
滞
納
者
の
自
宅
等
を
強
制
的

に
捜
索
し
て
、
発
見
し
た
財
産
を

差
押
え
・
搬
出
し
公
売
す
る
こ
と

も
行
い
ま
す
。

◆
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い

方
、
災
害
や
病
気
な
ど
の
事
情
に

よ
り
、
全
額
を
一
時
に
納
め
ら
れ

な
い
場
合
等
に
は
、
税
務
課
収
納

担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

毎
月
1
回
日
曜
日
に
相
談
窓
口
も

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《
11
月
市
税
収
納
・
納
税
相
談
》

●
日
時

11
月
28
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

税
務
課
窓
口

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と

連
携
し
て
差
押
え
等
の
処
分
を
強
化
し
ま
す

◆
延
滞
金

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。

■
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月

を
経
過
す
る
日
ま
で

年
4.3
％

■
1
か
月
を
経
過
し
た
日
以
降

年
14
・
6
％

差押え実績
（平成22年4月～9月）

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
の

第
1
期
未
接
種
者
に
対
す
る
経
過
措
置

種
し
ま
す
。

《
第
1
期
初
回
の
2
回
目
ま
で
を

接
種
し
て
い
る
方
》

接
種
可
能
期
間
（
7
歳
6
か
月

以
上
9
歳
未
満
を
除
く
）
に
1
回

接
種
し
ま
す
。

《
9
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
方
で
1

期
が
完
了
し
て
い
る
方
》

第
2
期
の
接
種
対
象
期
間
（
13

歳
未
満
）
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

※
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
て
い
る

3
歳
児
の
方
に
は
予
診
票
等
を

個
別
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
年
齢
層
の
方
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
に
係
わ
る
Ｑ
＆
Ａ
』（
厚
生
労

働
省
作
成
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/qa/

kenkou/nouen/

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

●
接
種
可
能
期
間
（
接
種
時
の
年

齢
）

接
種
時
に
満
3
歳
以
上
7
歳
6

か
月
未
満
の
方
お
よ
び
9
歳
以
上

13
歳
未
満
の
方

※
7
歳
6
か
月
以
上
9
歳
未
満
の

方
で
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

方
は
、9
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
期

間
に
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
従
来
、
第
2
期
の
接
種
回
数
は

1
回
で
し
た
が
、
今
回
の
特
例

措
置
で
9
歳
か
ら
13
歳
未
満
の

方
も
1
期
の
未
接
種
分
を
接
種

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
13
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
特
例

措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
の
受
け
方

《
第
1
期
（
3
回
）
を
全
く
接
種

し
て
い
な
い
方
》

接
種
可
能
期
間
（
7
歳
6
か
月

以
上
9
歳
未
満
を
除
く
）
に
1
期

初
回
接
種
を
6
日
か
ら
28
日
ま
で

の
間
隔
を
お
い
て
2
回
接
種
し
ま

す
。
そ
の
後
、
お
お
む
ね
1
年
後

に
追
加
接
種
し
ま
す
。

《
第
1
期
初
回
の
1
回
目
の
み
を

接
種
し
て
い
る
方
》

接
種
可
能
期
間
（
7
歳
6
か
月

以
上
9
歳
未
満
を
除
く
）
に
、
6

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
2
回
接

市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
1
日
付
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、

標
準
的
な
接
種
年
齢
の
3
歳
児
に
対
し
て
積
極
的
な
日
本
脳
炎
予
防
接
種

の
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
3
歳
児
以
外
の
方
へ
の
積
極
的
な
勧
奨
は
再
開
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
1
期
を
完
了
し
て
い
な
い
方
で
、
特

に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
の
特
例
措
置
と
し
て
、
次

の
期
間
お
よ
び
条
件
の
も
と
で
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

※
第
2
期
の
接
種
対
象
の
方
も
、
乾
燥
細
胞
培
養
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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人
口
減
少
社
会

今
年
は
、
5
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
の
年
で
す
。
国
勢
調
査
は
、

10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
人

口
減
少
社
会
に
あ
る
日
本
の
未
来

を
描
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の
重

要
な
調
査
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
整

理
や
・
取
り
ま
と

め
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
は
、
調
査

に
対
し
て
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
国
勢
調
査
は
、

人
口
減
少
社
会
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
調
査
で
あ

り
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ
て
い

い
ま
す
。

人
口
問
題
は
、
市
で
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
市
の

平
成
12
年
の
人
口
は
、
3
0
1
5

7
人
で
し
た
。
そ
の
後
の
人
口
動

態
等
か
ら
今
回
は
さ
ら
に
減
少
す

る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増

加
に
転
ず
る
よ
う
な
対
策
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
市
の
地
理
的
条
件
や
豊
富
な

自
然
環
境
等
の
資
産
を
十
分
に
活

用
す
る
な
か
で
、
人
口
増
に
向
け

た
対
策
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

「市民のみなさんと市長とのふれ
愛トーク」は11月25日です

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、

市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身
近
な
課
題
や

提
言
等
を
直
接
お
伺
い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時

11
月
25
日
（
木
）
午
前
9
時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組
（
5
人
程
度
）
を
対
象
と

し
て
、
対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
ー

3
1
1
8
蕭
62
ー

5
3

3
3
）

E-m
ail：
kikaku@

city.uenohara.lg.jp
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す

市
で
は
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」
に
お
い
て
、
駅
周
辺
の

将
来
像
を
「
桂
川
を
の
ぞ
む
景
観
の
中
で
、
人
の
賑
わ
い
や
温
か
み
を

感
じ
る
ま
ち
」
と
定
め
、
今
年
度
は
、
こ
の
将
来
像
を
目
指
し
、
基
本

構
想
を
よ
り
具
体
化
し
た
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
構
想
の
策
定
と
同
様
に
市
議
会
議
員
や

関
係
機
関
等
の
代
表
者
な
ら
び
に
地
元
関
係
者
や
一
般
公
募
を
含
む
市

民
な
ど
で
構
成
す
る
25
名
の
委
員
に
よ
る
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討

委
員
会
」
が
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
9
月
29
日
に
は
第
1
回

目
の
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
関
係
者
等
が
よ
り
一
層
、
駅
周
辺
整
備
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
勉
強
会
な
ど
を
実
施
し
、
今
後
は
、
基

本
計
画
素
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地

区
で
の
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
市
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
今
年
度
末
の
基
本
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

駅
周
辺
整
備
課
駅
周
辺
整
備
推
進
担
当
（
蕁
62
―

3

1
9
1
）

《
上
野
原
駅
周
辺
整
備

検
討
委
員
会
委
員
》

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鈴
木
敏
行
、和
田
正
人
、小
池
雄
二
、

薬
袋
治
男
、
角
田
貴
、
渡
辺
仁
、

有
賀
征
夫
、
飯
島
勤
、
中
田
裕
久
、

河
内
成
幸
、佐
々
木
勇
、関
戸
将
夫
、

古
家
滋
子
、伊
垣
幸
雄
、石
塚
英
一
、

上
條
嘉
道
、
富
田
条
一
、
佐
藤
肇
、

佐
藤
稔
、
飯
島
勝
巳
、
宮
野
貴
、

氏
家
隆
信
、杉
本
公
文
、小
幡
尚
弘
、

小
俣
幸
三

▲上野原駅周辺整備検討委員会の様子

ふれ愛トークの様子
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

重城

後藤

桜井

※5

※6

岡本

男女共同参画研究会報告
5月19日、甲府のぴゅあ総合研修室で「男女共同参画

推進リーダー委嘱式・研修会」が開催されました。
講師は、東京大学大学院総合文化研究科教授の瀬知山

角先生で、ご自身の育児体験をもとに、とても分かり易
い研修会でした。
研修では、先生ご自身の出産立会の話から始まりまし

た。先生は、アメリカに出張した際、出産で「立ち会い
ますか」と聞かれることなく出産に立ち会い、そのこと
がその後の先生の子育てに対する考え方を大きく変える
契機になったと話していました。また、日本でも子ども
の出産という大事に立ち会う家族が増えて欲しい、その
ためには社会環境の改善、とりわけ男性の育児休業取得
率（平成20年の男性取得率は1.23％）を増やすための施
策が重要であると説明していました。
先生は、さらに自分の体験から「子育て」について男

性にできないことは何一つないと言います。先生は、出
張の時も子どもと同伴で出かけます。また、電車などを

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.51

使って遠くへ出かけると、子どもは自分に頼るしかない
ため、子どもとの絆が深まり、子育てしやすくなります。
また、専業主婦という生き方は、尊重されるべきだが、

配偶者控除、配偶者手当などの主婦優遇の諸制度は見直
す必要がある。そして働く女性を増やし、仕事と子育て
の両立支援、男性を含めた働き方の見直しが必要である。
そのためにも労働供給を増やすとともに、男性も女性も
ワークライフバランスが重要であると説明していまし
た。
男性の著しく短い家事労働時間は、社会的に問題にす

べき水準で、忌引き休暇はどこでも認められているが、
家族が生まれる時も同じように扱うことが必要であると
思います。
最後に「男女共同参画って」と題して、男女共同参画

の名前の由来について説明があり、「婦人問題」は、「女
性問題」と呼ばれていましたが、女性だけでは解決しな
いということで、男ということばが加わったこと、「女
と男で新しい社会を構想しよう」という理念から生まれ
た言葉であるとの説明がありました。
（県男女共同参画推進リーダー　重森武夫）

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

須田
※4大野（時間制限）

初鹿

豊永

※7

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　11月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

松山

交代制

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※2

高橋

平良（予約）

高橋

井山

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が菅波医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳神経外科医が交替で診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※6 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※7 秋山診療所の金曜日は、第2・4週のみ菅波医師の診療となります。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は11月21日現在の予定です。）
※秋山診療所の金曜日は、当面の間、第1・3・5週は休診となります。
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元
気
い
き
い
き
教
室
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き

と
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

■
内
容

足
腰
等
の
運
動
や
、
口
腔
機
能

向
上
体
操
・
栄
養
相
談
等

※
プ
ー
ル
で
の
運
動
指
導
が
、各

コ
ー
ス
2
回
ず
つ
含
ま
れ
ま

す
。

■
開
催
日
時
・
場
所

《
火
曜
コ
ー
ス
》

●
日
時

1
月
11
日
（
火
）
か
ら

毎
週
火
曜
日
（
計
12
回
実
施
）

《
金
曜
コ
ー
ス
》

●
日
時

1
月
7
日
（
金
）
か
ら

毎
週
金
曜
日
（
計
12
回
実
施
）

各
コ
ー
ス
と
も
に
時
間
は
、
午
　

前
11
時
〜
午
後
1
時
ご
ろ

●
定
員

各
コ
ー
ス
15
名

●
場
所

各
コ
ー
ス
と
も
に
秋
山

温
泉

※
送
迎
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地

で
の
集
合
・
解
散
に
な
り
ま
す

の
で
、
自
家
用
車
ま
た
は
、
秋

山
温
泉
の
無
料
定
期
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
実
施
主
体

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

■
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
１
回
、
3
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
保
険

料
と
し
て
8
0
0
円
か
か
り
ま

す
。

・
昼
食
代
は
、
自
己
負
担
（
毎
回

5
0
0
円
程
度
）
で
す
。

・
二
次
予
防
事
業
対
象
高
齢
者

（
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
な

う
必
要
の
あ
る
方
）
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

ま
た
は
、
秋
山
支
所
・
出
張
所
へ

印
鑑
を
持
参
の
う
え
お
申
込
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切

11
月
30
日（
火
）午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

 

禁
煙
に
は
周
囲
の
協
力
も

10
月
1
日
か
ら
タ
バ
コ
が
値
上

げ
さ
れ
ま
し
た
。
喫
煙
者
の
中
に

は
、
こ
れ
を
機
に
禁
煙
し
よ
う
と

い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
タ
バ
コ
は
体
に
良
く
な
い

の
で
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
タ
バ

コ
が
体
に
良
く
な
い
と
い
う
の

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

《
タ
バ
コ
の
害
》

タ
バ
コ
の
危
険
性
は
、
煙
に
あ

り
ま
す
。
煙
に
は
喫
煙
者
が
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
い
込
む
「
主

流
煙
」
と
タ
バ
コ
の
先
端
か
ら
立

ち
上
る
「
副
流
煙
」
と
が
あ
り
、

煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
主
流

煙
よ
り
副
流
煙
の
方
が
何
十
倍
も

多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
副
流
煙
を
吸
い
込
む
受
動

喫
煙
に
よ
っ
て
心
筋
梗
塞
や
乳
が

ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
大
人
よ
り
子
ど
も
の
方
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
く
、
風
邪
や

喘
息
、
中
耳
炎
に
か
か
り
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

妊
婦
さ
ん
自
身
や
家
族
の
喫
煙
は

血
液
中
の
酸
素
不
足
や
臍
帯
の
血

管
が
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
胎

児
に
酸
素
や
栄
養
が
届
き
に
く
く

な
る
た
め
低
出
生
体
重
児
と
な
っ

た
り
出
生
後
も
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

《
ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー
ル
・

一
酸
化
炭
素
》

タ
バ
コ
に
は
、
主
に
ニ
コ
チ
ン

と
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の

有
害
成
分
が
含
ま
れ
ま
す
。「
ニ

コ
チ
ン
」
は
、
麻
薬
と
同
じ
よ
う

な
依
存
性
が
あ
る
う
え
、
脳
内
の

快
楽
中
枢
に
働
き
か
け
、
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
た
り
仕
事
が
は
か

ど
る
と
感
じ
た
り
す
る
錯
覚
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
他
に
も
血
管
が

収
縮
す
る
た
め
血
液
の
循
環
が
悪

く
な
り
、
手
足
の
冷
え
や
動
脈
硬

化
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。「
タ

ー
ル
」
は
発
が
ん
性
物
質
を
含
む

た
め
、
が
ん
を
発
症
す
る
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。「
一
酸
化
炭
素
」

は
血
液
中
の
酸
素
の
運
搬
を
阻
害

す
る
の
で
、
息
苦
し
さ
や
脳
の
酸

素
不
足
に
よ
り
、
記
憶
力
・
思
考

力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

タ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン
を
解
毒
す

る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
消
費
す

る
た
め
、
肌
の
色
が
悪
く
乾
燥
し
、

シ
ミ
や
シ
ワ
も
で
き
や
す
く
な
り

ま
す
。

《
妊
婦
さ
ん
と
家
族
の

喫
煙
状
況
》

平
成
21
年
度
に
妊
娠
の
届
出
を

し
た
市
に
お
住
ま
い
の
妊
婦
さ
ん

の
う
ち
、
喫
煙
歴
の
な
い
人
は

64
・
3
％
で
34
・
3
％
は
喫
煙
歴

が
あ
る
人
で
し
た
。
喫
煙
歴
の
あ

る
人
の
97
・
9
％
は
禁
煙
経
験
が

あ
り
、
禁
煙
の
き
っ
か
け
と
し
て

「
妊
娠
」
を
あ
げ
た
人
が
最
も
多

く
44
・
7
％
で
し
た
。
禁
煙
を
継

続
し
て
い
る
人
は
66
％
で
、
理
由

と
し
て
63
・
5
％
の
人
が
妊
娠
と

答
え
て
い
ま
す
。
19
・
1
％
の
人

は
禁
煙
を
継
続
で
き
ず
、
そ
の
理

由
は
家
族
や
、
職
場
に
喫
煙
者
が

い
る
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
等
が

あ
り
ま
す
。
家
族
に
喫
煙
者
が
い

る
人
は
68
・
6
％
で
あ
り
、
内
訳

の
上
位
3
位
は
、
夫
が
63
・
5
％
、

父
親
が
34
・
4
％
、
義
父
が
15
・

6
％
で
し
た
。

《
禁
煙
は
周
囲
の
人
の
励
ま
し
や

協
力
が
必
要
》

妊
娠
は
禁
煙
の
大
き
な
動
機
に

な
り
ま
す
が
、
周
囲
に
喫
煙
者
が

い
る
と
禁
煙
を
継
続
で
き
な
い
人

も
多
く
、
ま
た
受
動
喫
煙
に
よ
る

リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
特
に
妊

婦
さ
ん
の
周
囲
の
人
は
禁
煙
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

0554－62－5121

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
上野原市立病院

送迎
一部あり

一部あり

なし

なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★女性特有のがん検診推進事業
女性特有のがん検診推進事業は、特定の年齢に

達した女性に対し、子宮頸がん検診および乳がん

検診の｢がん検診無料クーポン券｣を配布し、受診

促進を図る事業です。

詳しい内容は、7月号の広報でお知らせしていま

すが、｢がん検診無料クーポン券｣の有効期限は平

成23年2月28日までとなっていますので、期限まで

には受診するようお願いします。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ

さい。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 11月22日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の就学前のお子さんと保護

者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（11/1～12/10の予定）

※市立病院建設にともない実施場所等が未定のた

め、詳細については該当児にお知らせを郵送し

ます。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みくださ
い。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★健康相談（骨粗鬆症予防）
12月上旬に踵骨超音波法による骨密度測定を予

定しています。詳しくは11月中旬の回覧でお知ら

せしますのでご覧ください。

なお、11月23日(火)の農林業祭り長寿健康課コー

ナーにおいては一定の年齢の方を対象とした骨密

度検診を実施しますので11月号広報5ページをご覧

のうえお申し込みください。

※今年度集団検診、婦人科

検診、農林業祭り長寿健

康課コーナーにおいて骨

密度検診を受診した方は

健康相談での骨密度測定

はできません。

11 広報うえのはら　平成22年11月号　　　　　

 1111  
問い合わせ 
 
 

 

保健担当
電話 62-4134

 

  

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

3～4か月児

9～10か月児
3 歳 児

該当児
平成22年 6月8日～

7月26日生
平成22年 1月～2月15日生
平成19年 5月16日～6月生

実施日
11月11日（木）

11月16日（火）
11月 8日（月）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
4
日（
木
）、
10
日

（
水
）、
17
日（
水
）、
24
日（
水
）、

12
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
27
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）
の
方

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

11
月
22
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
12
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

平
成
23
年
1
月
29
日
（
土
）、

3
月
26
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
戦
後

強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給
付

金
の
請
求
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
　
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
22
年
6
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

●
請
求
期
間
　
平
成
22
年
10
月
25

日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日

※
対
象
者
に
は
、
請
求
書
類
を
送

付
し
ま
す
。
ま
だ
、
届
い
て
い

な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

 

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
11
月
の
申
請
書
提
出
期
限

11
月
25
日（
木
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業

部
特
別
給
付
金
担
当
（
蕁
0
5

7
0
―

0
5
9
―

2
0
4
）

「
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
17
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
1
階
展
示
室
3

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝
・

森
島
（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

第
6
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
民
合
唱
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
第
6
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
を
開
催
し
ま
す
。
少
年
少
女

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
上
野
原
市
民

15
団
体
に
よ
る
合
唱
の
祭
典
で

す
。
日
曜
の
午
後
の
ひ
と
と
き
に
、

コ
ー
ラ
ス
の
美
し
い
歌
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
28
日（
日
）午
後
1

時
〜（
入
場
無
料
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催
　
第
6
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨

放
送
、
上
野
原
市
商
工
会
、

Ｕ
Ｂ
Ｃ

●
問
い
合
わ
せ

市
民
合
唱
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
・
野
崎
（
蕁

62
―

5
6
5
2
）

市税等収納・納税相談窓口を開設しています
市では、金融機関等の営業日に税金や使用料などを納入

することが困難な納税者のために、市税等収納窓口を開設
しています。また、納税に関する相談窓口も併設していま
すので、ご利用ください。
●日時　11月28日（日）、12月19日（日）1月30日（日）

午前9時～正午
●場所　税務課窓口
●問い合わせ　税務課収納担当（蕁62－3113）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

会
教
育
担
当
（
蕁
62
―

3
4
0

9
）

平
成
23
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
案
内

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23

年
度
市
立
沢
松
幼
稚
園
の
入
園
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。（
大
鶴
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
3
月
末
ま
で
に
廃
園
に

な
り
ま
す
。）

●
申
請
期
間

11
月
4
日（
木
）

〜
12
日（
金
）

●
申
請
書
配
布
と
申
請
場
所

教

育
学
習
課
学
校
教
育
担
当

●
通
園
区
域

八
ッ
沢
、
松
留
、

鶴
川
、
大
椚
、
大
曽
根
、
大
倉

●
入
園
年
齢
等

通
園
区
域
に
お

住
ま
い
で
、
平
成
23
年
4
月
1

日
現
在
で
満
3
歳
に
達
し
て
い

る
幼
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
の

幼
児

●
教
育
時
間

平
日
は
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
（
土
・
日
・
祝
日

は
、
休
園
日
）

※
夏
季
、
冬
季
お
よ
び
学
年
末
に

は
休
園
日
が
あ
り
ま
す
。

●
授
業
料

月
額
9
千
円（
平
成

22
年
度
の
場
合
）

※
社
会
情
勢
に
よ
り
授
業
料
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
園
の
決
定

入
園
希
望
者
が

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
心
身

市
社
会
教
育
研
究
大
会
を

開
催
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
お
よ
び
市
社
会

教
育
委
員
会
で
は
、「
地
域
で
つ

く
る
生
涯
学
習
を
め
ざ
し
て
〜
会

お
う
・
語
ろ
う
・
広
げ
よ
う
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
22
年
度
上
野

原
市
社
会
教
育
研
究
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）
午
後

1
時
〜
3
時
50
分

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容
　

《
第
一
部
　
記
念
講
演
》

・
演
題
「
私
が
見
た
上
野
原
の
文

化
」

・
講
師

古
屋
賢
二
（
山
梨
日
日

新
聞
上
野
原
特
別
版
記
者
）

《
第
2
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
》

・
題
目
「
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
・

上
野
原
を
検
証
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
俣
斉
（
市
教
育
委
員
会
教
育

委
員
長
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

飯
島
勤
（
帝
京
科
学
大
学
教

授
・
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

長
）、
佐
藤
満
（
上
野
原
ふ
る

さ
と
自
然
観
察
会
世
話
人
）、

川
上
真
美
奈
（
音
楽
家
）、
小

坂
恭
一
（
市
商
工
会
青
年
部
長
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

の
検
査
と
あ
わ
せ
て
抽
選
に
よ

り
入
園
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
後
日
通
知
を
送
付
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0

9
）、
沢
松
幼
稚
園（
蕁
62
―

3

3
5
4
）

平
成
22
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

平
成
22
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出

に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
18
日（
木
）用
紙
配

布
午
後
1
時
〜
1
時
30
分
、
説

明
会
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
―

3
1
5
1
）ま
た
は
税

務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

3
）

家
庭
生
活
支
援
員
（
生
活
援

助
）
養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
生

活
支
援
員
（
生
活
援
助
）
の
養
成

研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

《
訪
問
介
護
員
3
級
程
度
課
程
》

●
日
時

11
月
29
日（
月
）、
12
月

区　　　分 日　　　時 場　　所 

児 童 巡 回 相 談  

児 童 家 庭 相 談 室  

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

市税収納・納税相談 

行 政 相 談 所  

障 害 者 出 張 相 談  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

11日（要予約　　　62ー3115） 

市老人福祉センター 
63-3444 

福祉課子育て支援担当 
62-1199 

もみじホール相談室 

午前  10：30 ～ 午後 3：00 

毎週木曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 
10日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
28日 
午前 9：00 ～ 　　正　午 

午後 1：30 ～  4：00 

 
 

毎週日曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

毎週月・水・木曜日 
（祝日除く） 
 
 
　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　  

 
午前 8：30 ～ 午後 4：00 

 
 

63-5700 
0120-28-7830 

 

 

毎週月曜日～金曜日 
午前 8：30 ～ 午後 5：00 

 

 

 

 

 

もみじホール 
3階和室 

  

織物工業協同組合 
　63-3800 

税務課カウンター 
62-3113 

 

 

  

15日 

11月の相談日

母 子 家 庭 相 談  毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当 
62-3115 午前 8：30 ～ 午後 5：00 

・ 25日 ・12月1日 

 

 

 

 もみじホール 
3階会議室7 

 
 

 

市役所会議室A 
 
 

午前 10：00 ～ 　　正　午 

市役所会議室B 
 
 

（祝日除く） 

（祝日除く） 

 

18日（要予約　　62ー3115） 

 

 
 

 

 

1
日（
水
）、
6
日（
月
）、
10
日

（
金
）、
17
日（
金
）、
20
日（
月
）、

22
日（
水
）

午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
定
員
　
20
名

●
受
講
料

無
料

●
申
込
方
法
　
「
家
庭
生
活
支
援

員
養
成
研
修
受
講
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
福
祉
課
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
11
月
10
日
（
水
）

※
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
（
〒
4
0
0
―

0
0
2
5
甲

府
市
朝
日
4
―

5
―

21
山
梨
県
母

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）（
蕁
0

5
5
―

2
5
2
―

7
0
1
4
）（
蕭

0
5
5
―

2
5
3
―

7
0
4
6
）
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と
申
請
窓
口
が
異
な
り
ま
す

が
、
両
方
の
特
例
措
置
を
同
時

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
特
例
措
置
内
容
》

・
初
年
度
の
特
別
償
却
率
を
20
％

上
乗
せ
（
所
得
税
・
法
人
税
）

・
3
年
度
分
の
課
税
標
準
を
3
分

の
2
に
軽
減
（
固
定
資
産
税
）

こ
の
特
例
措
置
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
総
務
課
お

よ
び
税
務
課
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。ま

た
、
対
象
事
業
所
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
内
閣
府
防
災
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
税
制
）
で
も
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.bousai.go.jp/

●
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
政
策
統

括
官
防
災
担
当
参
事
官
（
地

震
・
火
山
・
大
規
模
水
害
対
策

担
当
）
付
　
税
制
担
当
（
蕁
0

3
―

5
2
5
3
―

2
1
1
1
）

（
内
線
5
1
4
0
2
・
5
1
4

0
3
）

ぴ
ゅ
あ
富
士
・

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

山
梨
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ぴ
ゅ
あ
富
士
・
男

女
共
同
参
画
基
礎
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

12
月
12
日（
日
）午
後
1

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

門
松
づ
く
り
教
室
・
塗
装
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
門
松
づ
く
り
教

室
・
塗
装
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

《
門
松
づ
く
り
教
室
》

●
日
時
　
12
月
15
日
（
水
）
午
前

9
時
〜
午
後
4
時

●
場
所
　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
大
津

町
2
1
3
0
―

2
）

●
内
容
　
実
習
を
と
お
し
て
、
正

月
用
の
門
松
づ
く
り
の
基
本
を

学
び
ま
す
。

●
受
講
料

2
1
0
0
円
（
材
料

代
含
む
）

●
定
員

30
名
（
最
少
実
施
人
員

15
名
）

●
申
込
締
切
　
12
月
7
日
（
火
）

《
塗
装
教
室
》

●
日
時
　
平
成
23
年
3
月
3
日

（
木
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
場
所
　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
大
津

町
2
1
3
0
―

2
）

●
内
容
　
実
習
を
と
お
し
て
ボ
ー

ド
壁
な
ど
の
上
手
な
塗
り
方
を

学
び
ま
す
。

●
受
講
料

3
1
5
0
円

●
定
員

30
名
（
最
少
実
施
人
員

15
名
）

●
申
込
締
切
　
平
成
23
年
2
月
21

日
（
月
）

※
申
込
み
は
、
各
教
室
と
も
電
話

も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
職
業
能

力
開
発
協
会
人
材
開
発
課
　
丹

澤
（
蕁
0
5
5
―

2
4
3
―

4
9

1
6
）（
蕭
0
5
5
―

2
4
3
―

4
9
1
9
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
で
は
、
相
続
、
贈
与
等

に
よ
り
取
得
し
た
生
命
保
険
契
約

や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年
金

の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.nta.go.jp

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
―

3
1
5
1
）

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の

お
知
ら
せ

登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・

福
祉
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
な
ど
の

担
当
者
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
が
相
談
・
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時

12
月
2
日（
木
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付
時
間
）

●
場
所

大
月
市
民
会
館
4
階
視

聴
覚
室
（
大
月
市
御
太
刀
2
―

11
―

22
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所（
蕁
0
5
5
―

2

5
2
―

1
4
9
6
）

緊
急
地
震
速
報
受
信
装
置
等

の
取
得
に
関
す
る
所
得
税
等

の
特
例
措
置

平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
緊

急
地
震
速
報
受
信
装
置
等
を
取
得

し
た
対
象
事
業
者
は
、
所
得
税
・

法
人
税
・
固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
「
緊
急
地
震
速
報
受
信
装
置
」

お
よ
び
「
緊
急
地
震
速
報
受
信

装
置
と
一
体
的
に
整
備
す
る
装

置
」
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
税
・
法
人
税
に
つ
い
て
は

所
管
税
務
署
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
各
市
町
村
の
税
務
課

時
30
分
〜
3
時（
受
付
時
間
）

●
場
所

山
梨
県
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
・
ぴ
ゅ
あ
富
士

大
研
修
室

●
内
容
　
「
な
ぜ
男
は
暴
力
を
選

ぶ
の
か
　
Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
特
質

と
対
策
」

●
講
師
　
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
　
教
授
　
沼
崎
一
郎

●
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料
　
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
男
女

共
同
参
画
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ

富
士
（
蕁
45
―

1
6
6
6
）

「
犬
と
猫
と
人
間
と
」

上
映
会
の
お
知
ら
せ

上
野
原
ど
う
ぶ
つ
の
会
お
よ
び

帝
京
科
学
大
学
で
は
、「
犬
と
猫

と
人
間
と
」
の
映
画
上
映
会
を
行

い
ま
す
。

●
日
時

12
月
12
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午
（
開
演
は
午
前
9
時

30
分
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
入
場
料

無
料

●
後
援
　
上
野
原
市

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ど
う
ぶ

つ
の
会
　
清
水（
蕁
0
9
0
―

3

3
4
1
―

8
0
3
1
）
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市役所敷地内草取りボランティア

9月30日、市役所センタープラザにおい
て、市日赤奉仕団・上野原地区更生保護
女性会・市食生活改善推進委員・市愛育
会連合会のみなさんににより、草取りボ
ランティアが行われました。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

平成22年度　自衛官等募集案内
自衛隊山梨地方協力本部では、自衛官等の募集を行います。募集、申込みについては、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊山梨地方協力本部募集課（蕁055－253－1591）

自衛隊山梨地方協力本部大月地域事務所（蕁0554－22－1298）

第15回危険業務従事者叙勲

瑞
宝
単
光
章
　
田
島
育
雄
さ
ん

島
田
地
区
在
住
の
田
島
育
雄
さ
ん
は
、

昭
和
34
年
に
警
視
庁
に
入
り
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
警
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
、「
家
族
や
関
係
者
の
理

解
・
協
力
が
あ
っ
て
受
章
で
き
た
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

区別

中学校

卒業後の

進学コース

自衛隊の

学資金

貸与制度

募集種目

高等工科学校

（推薦）

高等工科学校

（一般）

貸費学生

資格

中学校卒業

（見込み含）

17歳未満の

男子で中学校長

等が推薦する者

中学校卒業

（見込み含）

17歳未満の

男子

現在大学で理学・

工学を専攻し、

来春3、4年次お

よび大学院の学

生で26歳未満

（大学院生は、28

歳未満）の

男・女

受付期間

平成22年

11月1日（月）

～

平成23年

1月6日（木）

平成22年

11月1日（月）

～

平成23年

1月7日（金）

平成22年

12月1日（水）

～

平成23年

1月14日（金）

試験期日

平成23年

1月15日（土）

～17日（月）の

間で指定する1

日

1次試験

平成23年

1月22日（土）

2次試験

平成23年

2月5日（土）～8

日（火）の指定

する日

1次試験

平成23年

1月29日（土）

待遇・その他

・全寮制で、規則正しい団体

生活を通じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等の

教育を受講

・将来のためのテクノロジー

教育を重視

・3学年修了時に高校卒業資

格が得られ、防衛大学校の

受験も可能

・入学から4年後3等陸曹に昇

任し定年まで勤務可能

・選抜試験に合格すれば幹部

に昇任も可能

・合格発表後、23年4月から

正規の修業年限が終わる月

まで毎月54,000円を貸与

・夏休みを利用して将来勤務

する研究開発機関等を研修

・卒業後は、陸・海・空幹部

候補生として採用され、幹

部自衛官として必要な教育

を受講

・学資金は、自衛官として一

定年限以上勤務すると返還

免除
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

甲
府
矯
正
展
の
開
催

甲
府
刑
務
所
お
よ
び
甲
府
少
年

鑑
別
所
で
は
、
甲
府
矯
正
展
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
（
祝
）
午
前

9
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
甲
府
刑
務
所
（
甲
府
市

堀
之
内
町
5
0
0
）

●
内
容
　
施
設
見
学
、
矯
正
関
係

資
料
の
展
示
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
刑
務
所
企

画
部
（
作
業
）（
蕁
0
5
5
―

2

4
1
―

8
8
7
8
）

県
民
の
日
記
念
行
事
の

お
知
ら
せ

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員

会
事
務
局
で
は
、
県
民
の
日
を
記

念
し
て
各
種
記
念
行
事
を
行
い
ま

す
。

《
県
民
の
日
記
念
行
事

「
交
流
広
場
」
》

●
日
時
　
11
月
13
日
（
土
）
・
14

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
30
分

●
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
内
容
　
県
内
各
地
の
特
産
品
を

は
じ
め
、
多
数
の
展
示
や
体
験
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に

よ
る
活
動
内
容
の
発
表

《
県
有
施
設
の
無
料
開
放
》

●
実
施
日
　
11
月
20
日
（
土
）

●
内
容
　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県

有
施
設
で
、
観
覧
料
、
入
館
料

な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
民
の
日
記
念

行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
（
蕁

0
5
5
―

2
2
3
―

1
3
5
0
）

12
月
4
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
本
年
も
12
月
4
日

か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

《
平
成
22
年
度
啓
発
重
点
目
標
》

《
強
調
事
項
》

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
●
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

■
人
権
問
題
や
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方

・
子
ど
も
の
人
権
110
番（
蕁
0
1

2
0
│

0
0
7
│

1
1
0
）

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
蕁
0
5
7
0
│

0
7
0
│

8
1
0
）

・
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

（
蕁
22
│

0
7
9
9
）

ま
た
、
市
で
は
、
定
例
人
権
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
12
月
は

10
日
）。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

秋山ゴム工業（株）（株）東製作所 荒井精機（株） 石原工業（株） （有）臼井製作所 （株）尾形製作所　
（有）小俣製作所 （有）兼坂鉄工 （株）協和製作所 （株）協和富士 （株）光栄金型工業 （株）小鷹鉄工所　
（有）小林製作所 （株）近藤製作所 （有）相模鉄工所 （有）坂本鉄工 （株）サワ （株）三栄精器製作所　
（株）三幸精密 （株）三和 （株）新名製作所 （株）鈴木製作所 関本製作所 （合）辰美製作所　
（有）中央金型 東紀製作所（株） （株）トーホー （有）トライアル （有）中野電機 中村製作所
（有）ニシ 日本蓄電器工業（株）（有）萩原製作所 （株）波多野製作所 富士航空電子（株） ホリメカニック
ミヤ通信工業（株）（有）明和精工 （有）守屋精工 （有）八木製作所 （株）リョーサン

◇当組合では高度な技術でものづくりに挑戦する人材を求めております◇ Since1954.10〜未来に向けて

労
働
基
準
監
督
署
か
ら

お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
は
、
10
月
1
日
か

ら
労
働
基
準
監
督
署
内
の
課
名
を

業
務
内
容
に
沿
っ
た
名
称
に
変
更

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
都
留
労
働

基
準
監
督
署
お
よ
び
鰍
沢
労
働
基

準
監
督
署
に
お
い
て
、
使
用
し
て

い
た
課
名
は
変
更
と
な
り
ま
す
。

《
変
更
内
容
》

※
今
回
は
、
課
名
の
変
更
の
み
で
、

担
当
業
務
、
受
付
窓
口
、
電
話

番
号
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局

（
蕁
0
5
5
│

2
2
5
│

2
8
5

1
）
都
留
労
働
基
準
監
督
署

（
蕁
43
│

2
1
9
5
）

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

現行

第1課

第2課

変更後

監督・安衛課

労災課

担当名

監督、

安全衛生・

庶務業務担当

労災業務担当

●都留労働基準監督署、鰍沢労働基準監督署



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
　
　
告

山
梨
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
す

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
21

年
10
月
17
日
か
ら
1
時
間
6
8
9

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
賃

金
室
（
蕁
0
5
5
│

2
2
5
│

2

8
5
4
）

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業

安
定
所
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と

定
め
、
未
適
用
事
業
所
の
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
は
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
る
場
合
、労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
就
労
時
間
数
に
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
者
に
対
し
て
は
労
災

保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
、
1
週

間
に
20
時
間
以
上
働
き
、
か
つ
、

31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

労
働
者
は
、
あ
わ
せ
て
雇
用
保
険

の
加
入
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

都
留
労
働
基
準

監
督
署
労
災
課
（
蕁
43
│

2
1

9
5
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
適

用
係
（
蕁
22
│

8
6
0
9
）

職員募集中！！
看看護護師師・・准准看看護護師師・・薬薬剤剤師師・・介介護護福福祉祉士士・・介介護護員員
平平成成2233年年33月月新新卒卒者者もも大大歓歓迎迎♪♪
上上野野原原市市在在住住のの多多くくのの職職員員がが活活躍躍中中！！！！
おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい♪♪
〒252-0186 神奈川県相模原市緑区牧野8147-2
医療法人社団　清伸会ふじの温泉病院老健なごみの里
蕁042-689-2321 ＨＰ http://www.fujino-hp.or.jp/

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議

警
備
へ
の
協
力
の
お
願
い

上
野
原
警
察
署
で
は
、
11
月
13

日
・
14
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
で

開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議

の
周
辺
警
備
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
テ
ロ
リ
ス

ト
の
潜
伏
場
所
に
さ
せ
な
い
こ
と

や
爆
弾
原
料
等
の
供
給
地
に
さ
せ

な
い
こ
と
を
重
点
に
各
種
諸
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

し
ま
す
。

《
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

お
願
い
》

①
上
野
原
警
察
署
で
は
、
テ
ロ
事

件
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
検
問
等
で
行
き
先
地
を
尋
ね
た

り
、
持
ち
物
や
車
の
ト
ラ
ン
ク

の
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

③
「
不
審
な
人
物
」
や
「
不
審
な

車
（
物
）」
等
を
見
か
け
た
と

き
は
110
番
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
期
間
中
は
大
規
模
な
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ

ー
等
の
利
用
を
控
え
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

地域の雇用に貢献する
ものづくりパワーカンパニー

上上野野原原機機械械器器具具工工業業協協同同組組合合
〒409-0112山梨県上野原市上野原1636
ＴＥＬ0554-62-4252 ＦＡＸ0554-63-2435
Ｅ-Ｍail:uenohara5k@plum.con.ne.jp

◇当組合では高度な技術でものづくりに挑戦する人材を求めております◇ Since1954.10〜未来に向けて

独独立立行行政政法法人人　雇雇用用・・能能力力開開発発機機構構助助成成事事業業

中中小小企企業業人人材材確確保保推推進進事事業業

10
月
2
日
か
ら
千
葉

県
で
行
わ
れ
た
第
65
回

国
民
体
育
大
会
で
、
山

梨
県
代
表
と
し
て
陸
上

競
技
に
大
神
田
南
海
さ

ん
（
上
野
原
西
中
学
校
）

と
相
撲
競
技
に
上
野
真

弥
さ
ん
（
谷
村
工
業
高

校
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
空
手
競
技
に
出

場
し
た
、
富
田
渓
介
さ

ん
（
山
梨
学
院
大
学
附

属
学
校
）
は
、
み
ご
と

4
位
入
賞
を
は
た
し
ま

し
た
。

富田渓介さん
山梨学院大学付属高校

国
民
体
育
大
会
出
場
お
め
で
と
う

上野真弥さん
谷村工業高校

大神田南海さん
上野原西中学校

《
訂
正
と
お
詫
び
》
　
広
報
10
月
号
15
ペ
ー
ジ
、
第
18
回
全
国
中
学
生
空

手
道
選
手
権
大
会
報
告
で
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

・
岡
部
美
玖
さ
ん



甲
東
地
区

安
藤
礼
奈
れ
い
な

（
孝
）

巌
地
区

青
木
志
歩
し

ほ

（
健
太
）

小
山
武
留
た
け
る

（
武
明
）

上
野
原
地
区

加
藤
来
星
ら
い
せ
い

（
秀
夫
）、
宇
津
木
凛り
ん

（
忍
）、
杉
本
煌
奇
お
う
き

（
浩
二
）、

山
下
夕
輝
ゆ
う
き

（
恭
史
）、
幡
野
里
佳
り

か

（
力
也
）

秋
山
地
区

原
田
駿
一
し
ゅ
ん
い
ち（

裕
之
）

大
目
地
区

椎
名
研
二
＝
金
井
鮎
美

上
野
原
地
区

小
俣
伸
介
＝
山
田
夏
美

諸
角
和
泰
＝
渡
邉
敏
江

田
代
裕
也
＝
古
菅
友
香

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

看
護
師
等
再
就
業
相
談

保
健
所
で
は
、
結
婚
、
育
児
、

介
護
な
ど
に
よ
っ
て
職
場
を
離
れ

た
看
護
師
等
の
み
な
さ
ん
の
再
就

業
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
の
求
人
数
は
、
医
療

の
進
歩
や
介
護
需
要
の
増
大
な
ど

に
よ
り
、
就
職
が
厳
し
い
現
在
で

も
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
再
就
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
離
職
し
て
か
ら
の
期

間
が
空
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
に
は
、
病
院

に
お
け
る
最
新
の
看
護
業
務
の
習

得
と
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
実
務
研
修
に
無
料
で
参
加

で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
の
求
人
情
報
も

提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、自
分
の

条
件
に
合
っ
た
職
場
が
選
択
可
能

で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝

広報うえのはら　No.69  18

 

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
は
、
一
年
を
通
し
て
発
生

し
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま

す
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
原
因
・
経
路

・
汚
染
さ
れ
た
食
品
の
喫
食

・
感
染
者
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
を

処
理
し
た
人
の
手
等
を
介
し
て

の
感
染

●
予
防
方
法

・
食
品
は
よ
く
加
熱
（
85
℃
以
上

で
1
分
以
上
）
す
る
こ
と

・
人
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
の
処
理

時
に
は
、
必
ず
手
袋
等
を
使
い
、

素
手
で
は
処
理
し
な
い
こ
と

・
窓
を
開
け
て
の
換
気
や
、
拭
き

取
り
し
た
後
は
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
す
る
こ
と

・
ト
イ
レ
や
嘔
吐
物
処
理
後
、
外

出
先
か
ら
の
帰
宅
時
、
ま
た
、

食
事
の
前
に
は
必
ず
ハ
ン
ド
ソ

ー
プ
等
を
使
い
流
水
で
手
を
洗

う
こ
と

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

婚

姻

上野原地区 渋谷 寿誇
じゅか

くん（1歳5か月）
寿宏さん貴子さんの長男

“明るく優しい素直な子になってネ！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌地区 鈴木 麻央
ま お

ちゃん（6歳9か月）
里奈
り な

ちゃん（5歳3か月）
美紗
み さ

ちゃん（2歳9か月）
一臣さん智子さんの長女・二女・三女

“三姉妹仲良く，元気でネ！！”



訂
正
と
お
詫
び

広
報
10
月
号
18
ペ
ー
ジ
、
誕
生
の

お
知
ら
せ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

上
野
原
地
区

落
合
琥
二
郎

こ
じ
ろ
う

（
勇
貴
）

大
目
地
区

岡
部
ま
さ
（
喜
次
郎
）

甲
東
地
区

尾
形
威
光
（
公
芳
）

巌
地
区

荒
井
昭
次
（
紀
子
）

大
鶴
地
区

牧
野
二
三
江
（
田
中
え
み
子
）

島
田
地
区

近
藤
竹
代
（
利
治
）、
安
藤
忠
夫

（
文
夫
）

上
野
原
地
区

楢
島
一
雄
（
順
子
）、
小
澤
榮
子

（
正
市
）、
長
田
保
子
（
悦
男
）、

八
木
喬
（
一
雄
）、
水
越
嘉
津
子

（
力
）、
畑
野
嘉
一
（
利
一
）、

國
　
の
ぶ
子
（
宗
　
）、
和
智
功

（
ま
ゆ
み
）、
柁
原
ハ
ツ（
石
井
澄
江
）

棡
原
地
区

石
井
朝
美（
美
智
子
）、木
下
き
く
ゑ

（
善
裕
）、
石
井
勝
利
（
和
美
）

西
原
地
区

奈
良
　
野
（
文
一
）、
奈
良
光
一

（
長
光
）

◎
会
場
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

◎
上
野
原
朗
読
の
会

お
は
な
し
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

◎
11
月
13
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜

◎
会
場
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

小
学
館

絵

本

○
『
ね
む
い
ね
む
い

ね
ず
み
と
ど
ろ
ぼ
う
た
ち
』

佐
々
木
マ
キ
／
絵
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所

○
『
ぼ
く
は
ぼ
く
の
え
を
か
く
よ
』

荒
井
良
二
／
絵
　
学
研
教
育

出
版

○
『
怪
僧
タ
マ
ネ
ギ
坊
』

川
端
誠
／
作
　
Ｂ
Ｌ
出
版

○
『
か
し
こ
い
さ
か
な
は

か
ん
が
え
た
』

ク
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
メ
ル
／
作
・

絵
　
徳
間
書
店

○
『
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
』

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
／
絵

ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
グ
ニ
ー
ズ
／
文

さ
・
え
・
ら
書
房

11
月
は
お
休
み
で
す
。

11
月
は
お
休
み
で
す
。

『
仙
　
人
』

芥
川
龍
之
介
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
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上
野
原
市
立
図
書
館 

 

1111
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日

7 8 9 10 11 12 

28 

13 
14 15 16 17 18 19 20 

23 21 22 24 25 26 27 
29 30 

1 2 3 4 5 6 

一

般

書

◇
『
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
ン
・

リ
ポ
ー
ト
』

浅
田
次
郎
／
著
　
講
談
社

昭
和
3
年
6
月
4
日
未
明
、

張
作
霖
を
乗
せ
た
列
車
が
日
本

の
関
東
軍
に
よ
っ
て
爆
破
さ
れ

た
。
一
国
の
事
実
上
の
元
首
を

独
断
で
暗
殺
す
る
暴
挙
に
。

◇
『
二
人
静
』

盛
田
隆
二
／
著
　
光
文
社

三
十
三
歳
の
、
同
い
年
の
男

女
が
出
会
っ
た
。
男
は
未
婚
で
、

認
知
症
の
父
親
の
世
話
を
し
て

い
る
。
女
は
、
場
面
か
ん
黙
症

の
娘
と
二
人
暮
ら
し
。

◇
『
神
隠
し
』

翔
田
寛
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

子
預
か
り
の
商
売
を
始
め

た
、
こ
は
る
。
よ
そ
様
の
赤
子

の
世
話
は
も
ち
ろ
ん
、
夫
婦
喧

嘩
の
仲
裁
や
ら
何
や
ら
と
相
談

に
の
る
う
ち
に
奇
妙
な
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
・
・
・
。

死

亡

◇
『
ハ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
』

福
田
和
代
／
著
　
徳
間
書
店

新
宿
の
雑
踏
で
色
と
り
ど
り

の
風
船
が
爆
発
し
た
！
そ
れ
は

爆
弾
テ
ロ
リ
ス
ト
の
宣
戦
布
告

だ
っ
た
。

◇
『
6
人
の
容
疑
者
』

ヴ
ィ
カ
ー
ス
・
ス
ワ
ル
ー
プ
／

著
　
子
安
亜
弥
／
訳
　
武
田
ラ

ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン

悪
名
高
い
若
き
実
業
家
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
・
ラ
ー
イ
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
の
席
で
射
殺
さ
れ
た
。
容

疑
者
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に

居
合
わ
せ
た
6
人
。

児

童

書

◆
『
ま
ぼ
ろ
し
の
大
陸
へ
』

白
瀬
中
尉
南
極
探
検
物
語

池
田
ま
き
子
／
著
　
岩
波
書
店

◆
『
こ
の
世
の
お
わ
り
』

ラ
ウ
ラ
・
ガ
ジ
ェ
ゴ
、
ガ
ル
シ

ア
／
著
　
松
下
直
弘
／
訳
　
偕

成
社

◆
『
プ
ー
さ
ん
の
森
に
か
え
る
』

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク

タ
ス
／
著
　
こ
だ
ま
と
も
こ
／

訳
　
小
学
館

◆
『
11
を
さ
が
し
て
』

パ
ト
リ
シ
ア
・
ラ
イ
リ
ー
・
ギ

フ
／
作
　
佐
竹
美
保
／
訳
　
文

研
出
版

◆
『
ま
ど
れ
ー
ぬ
ち
ゃ
ん
と

ま
ほ
う
の
お
か
し
』

小
川
糸
／
作
　
荒
井
良
二
／
絵

 
 

 
 ☆
子
ど
も
映
画
会
☆
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ホ
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o
h
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9月から10月にかけて市内各地区で敬老会が行わ
れました。9月1日現在の75歳以上の人口は、男性
1,427人、女性2,258人、合計3,685人で、本年は、
金婚式組数61組、ダイヤモンド婚式組数21組に褒状
が授与されました。

棡原地区・伝統の獅子舞

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

小伏獅子舞保存会では10月2日・3日、棡原地区小伏の八幡神社で、
伝統の獅子舞を奉納しました。当日は、よく晴れた秋空のもと、笛や太鼓
に合わせて、力強く獅子が舞いました。
会場では、1865年（慶応元年）から約140年継承されている獅子舞

を目当てに、市外から多くの見物客や写真家が訪れました。
棡原地区では、小伏以外にも大垣外、日原、猪丸の3集落で獅子舞が奉

納され、太鼓や笛の音色が各集落を包み、賑わいを見せました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,837人 （－ 7）
男 ●13,425人 （－ 1）
女 ●13,412人 （－ 6）
世帯●10,013世帯（＋10）
平成22年10月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●市内各地で敬老会
10月9日・10日、西原地区の羽置の里びりゅう館

で西原ふるさと祭りが行われました。会場では、西原
に古くから伝わる藤尾の獅子舞や甲斐の国三頭太鼓な
どが披露され、会場が多くの見物客で賑わいました。

●西原ふるさと祭り

9月21日から10日間、飲酒運転の根絶、シートベ
ルトの正しい着用の徹底などを目的に、全国交通安全
運動が実施されました。運動初日は、俳優の菅原文太
さんが一日警察署長として招かれ、市役所前交差点付
近で、啓発活動を実施しました。

●秋の全国交通安全運動
9月23日、西原地区の田和・上平・川通・扁盃・

下城に伝わる神楽舞が、同地区内にある神楽殿で披露
されました。この神楽舞は、12種類の演目があるこ
とから12神楽とも呼ばれ、この日は、作代幕（さく
でぇまく）など6種類の舞が披露されました。

●西原地区の古在家神楽
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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